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最貧困の農村に住む女性たちを支援
～「NPO法人 SALASUSU」への協賛支援～

カンボジアの農村にある工房で最貧困層の女性たちを雇用し「ものづくりを通じた人づく
り」をコンセプトに、ものづくりの現場やトレーニングを通じて女性たちがライフスキル
を身につけ、自分らしい人生を切り開いていけるようにサポートする取り組みに賛同し、
2008年より協賛支援をしております。

アジアグループの SDGsの取り組み
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恵まれない子どもたちへの支援
～富士見市社会福祉協議会「子ども食堂」への寄付～

当グループは「子どもたちの明るい未来を応援したい」「子どもの貧困対策に活用してほ
しい」という思いから、2018年に富士見市社会福祉協議会「こども未来応援基金」へ
250万円の寄付を行い「子ども食堂」を設立し、感謝状をいただきました。2030年まで
に子どもの食料対策を埼玉県の地域に拡大していきます。

2018.3.27撮影2018.3.27撮影

地域や社会に貢献
～高齢者向け住宅の建築や地域活性化を図るマラソンへの協賛～

当グループでは2018
年にサービス付き高
齢者向け住宅を建築
し、運営をはじめま
した。ご高齢者様が
安心して暮らしてい
ける施設を提供し、
喜びの声をいただい
ております。継続し、2023年新たに施設建築の予定です。
また、地域住民の健康増進を目指し、小江戸川越ハーフマラソンへのスポンサーに毎年手
を挙げております。今後もご高齢者様や地域の方々が安心して住み続けられるような環境
づくりに努めてまいります。
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2016年より一般社団法人ジャパンサーキット・レディース推進機構が主催するネクス
トスターチャレンジカップにメインサポーターとして協賛。女子プロゴルファーのタマ
ゴである選手たちのスポンサーをすることで、次世
代のトップゴルファーの育成をサポートしておりま
す。そして、2019年からは、アジアジュ
ニアカップを開催する株式会社リアル
に協賛し、次世代のサッカー選手とし
て世界へと羽ばたく子どもたちの育成
をサポートしております。

ジェンダー平等の実現に向けて

多くの人々が教育を受けられる環境の整備

次世代を担うスポーツ選手の育成をサポート

～女性も管理職へ昇進・活躍中～

～資格取得学校「らいせんすアジア」の設立～

～「ネクストスターチャレンジ」「Real」へのメインサポート・協賛～

当グループは「毎日が一生懸命　関
わる人を豊かにしたい」という企業
理念を基に、社員に対しても一生懸
命努力をする人を平等に評価しま
す。女性役員も大活躍中です。

トランスジェンダーの方も平等で
生活しやすいネットワークの構築
を目指し、2020年より声掛けや
セミナーに参加。ジェンダーに対
する理解を深めるための活動をし
ております。
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授業料無料で不動産の国家資格取得に向けたサポート
を行う、NPO法人らいせんすアジアを2016年に開校
し、現在では年間100名以上の生徒が国家資格取得の
ために日々勉強に励んでおります。Web講座も開講し
ているため、遠方の方も受講することが可能です。また、

当グループはカンボジアに小学校を２校建築し、カンボジアの子どもたちがのびのびと
教育を受ける環境も提供しております。今後も多くの人が教育を受けられるような仕組
みづくりを行っていきます。

男性 
59% 

女性 
41% 

男女比率 
男女比率

女性
41％ 男性

59％
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子どもたちに安全な飲み水を提供
～カンボジアの学校近くに井戸を建設～

当グループでは、カンボジアに小学校を２校寄付しております。
寄付した小学校の敷地内に、子どもたちの為の安全な飲み水を確保する為に、井戸を建設
いたしました。

再生可能エネルギーでクリーンに
～再生可能エネルギー「太陽光発電」で環境の貢献を目指す～

2013年から太陽光発電
を始めて、今では７ヶ所
の太陽光発電所を稼働さ
せております。再生可能
エネルギーである太陽光
発電は、温室効果ガスの
排出を抑えることで、地
球温暖化対策の長期戦略
の一つである「脱炭素化
（ゼロエミッション）」にも貢献します。今後も太陽光発電を拡大させて、更なる環境への貢献を目指します。
アジアグループでは2030年までに遠隔地からの電力を長期間にわたり供給する「オフサイトPPA」の実施
率100%を目指します。2020年は全グループ会社が使用した電気量の145%を太陽光発電により得ています。
また、車から出る二酸化炭素を減らし環境にやさしい社会を実現する為に、社有車は車検ごとにハイ
ブリッド車に変更しております。
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新入社員研修・役員研修
～グループでの技術基盤向上に向けて～

社員だけでなく、中堅以上の役席社員
にも自分の立場の再認識、部下の指導
教育など総合的な技術向上に向けての
取り組みを行っています。

グループでは
新入社員に限
らず、役員や
役席の研修も

おこない、技術向上の再認識改革を実
施しております。組織が初めての新入

雇用創出、文化振興・持続可能な観光業を実施
～事業の拡大と充実したビジネスライフを目指します～

～地域文化の活性化～
地元地域の活性化に賛同し「小江戸川越花火大会」への協賛や「小江戸川越
ハーフマラソン」への協賛・出走の
エントリーを行っております。コロ
ナ禍で開催見送りもありましたが、
今後も継続して地域発展のために貢

献してまいります。

当グループは今後も挑戦し続ける企業として事業を拡大してまいります。現
在まで当グループは海外進出や雇用創出の為に国家資格取得学校の運営、広
告代理業、自動車業、Web会社の立ち上げなど、不動産の枠にとらわれず世
界や新境地を開拓してまいりました。今後も営業所や新規事業を立ち上げる
ことで継続的に雇用を増やし、社員の働きがいやその家族の幸せを守ります。

新入社員研修

役員研修
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カンボジアに教育の機会を
～カンボジアに学校を設立・教育の機会を支援～

都市部では貧富や教育の格差が生じており
ます。まだまだ教育の場は少ないかもしれ
ませんが、少しでもカンボジアの子どもた
ちが教育を受ける機会が増えるように今後
も活動を行ってまいります。

2015年、2020
年とカンボジア
に小学校を２校
建築し、子ども

たちがのびのびと教育を受けられる環境
を届けました。現地の子どもは学校に行
きたくても学ぶところがなく、農村部と

2015.6.23撮影2015.6.23撮影

地域住民の方々との交流を図る活動や社会貢献活動に積極的に参加しています。子どもた
ちの安全な通学を目指すため拡張舗装工事費用の寄付や環境づくりに今後も努めてまいり

ます。
2010年に木々が生い茂り暗く狭い小学生
の通学路を拡張舗装工事するための工事費
用1,368万円を寄付しました。現在その場
所では、川越に住む地域の子どもたちが安
心して通学できるよう整備されており、ア
ジアグループが寄付したことを記録する看
板が設置されています。
今後も地域の方々が安心して暮らすことの
できる環境づくりに努めてまいります。

子育てにおける地域コミュニティーへの支援
～「NPO法人川越子育てネットワーク」への広告支援～

～住みよいまちづくり～

子育てにおける地域コミュニティへの広告費を2017年より支援
しております。
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クールビズ

住まいから温室効果ガス排出量を削減する取り組み

～期間を延長し空調の無駄を防ぐ～

～住宅の高断熱化・高効率設備・再生可能エネルギー～

～高断熱によるヒートショックや熱中症の低減～
建物の断熱・気密性の高さは、外気温の影響を受けず、建物内の温度を一定に保てることで、
住まい手の健康にも良い影響を与えてくれます。

地球温暖化対策活動の対応の一環
として、過度の空調に頼ることな
く夏を過ごすために、毎年クール
ビズを行っております。通常の６

月～９月ではなく、５月～10月までを毎年実施し、仕事効
率の向上も目指しています。

不要なエネルギーを使わないライフスタイルの啓発を進め
ることで、地球環境の保全と、お客様の快適で豊かな暮ら
しの実現に貢献します。

ペーパーレス化
～コスト削減や作業効率向上を目指し～

当グループではゴミを増やさない為にペーパーレス
化の取り組みを行っております。PDF文書や電子契
約書を活用したり、FAXを使用せずに業者間のやり
取りを行うことで、ペーパーレス化に貢献するだけ
でなく、コスト削減や業務効率の向上、セキュリティ
強化など様々なメリットが生まれます。
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海洋酸性化を減らし海水温度上昇を防ぐ
～太陽光自然エネルギーやエコカーの活用で
� 二酸化炭素を削減・海洋酸性化を減らす～

当グループが設置している太陽光発電やエコカーの活用
により、二酸化炭素を削減し、オゾン層破壊を食い止め、
海水酸性化の減少や海水温度の上昇を抑えて海洋の生態
系を守る働きかけを行っております。
また、車から出る二酸化炭素を減らし環境にやさしい社
会を実現する為に、社有車はハイブリッド車を推奨し使
用しています。

豊かさを守りながら土地の劣化防止
～土地の有効活用で劣化を防止、農地の継続を守る働きかけ～

当グループが所有す
る農業生産法人で、
耕作放棄地を買収し
作付けを継続するこ
とにより、土地の劣
化防止をしておりま
す。
農地を継続すること
により、乱開発を防
ぎ陸の豊かさを守る
取り組みをしており
ます。
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SDGs 17の目標を達成するために…
～従業員一人ひとりの意識付けとして～

本社ビルの各階段ステップにはアジアグループの社員一人ひと
りに対する一言が記されています。
お客様の立場に寄り添った営業を心掛け行い、ご満足いただけ
るよう自分たちを高めていきます。

豊かさを守りながら地域の防犯を目指す
～自社の看板に照明を設置、暗がりを減らし防犯対策へ～

平和と秩序を守る防犯対策として、子どもの安全を守るための
「こども110番の家」の登録、夜間の防犯の為に当グループが所

有している看板への夜間照明の設置、倒壊や犯罪の温床になる可能性のある空き家の問題
にも取り組むなど、地域の平和を守る為の取り組みを行っております。



「2・30年後にはこの取り
組みが当たり前な世界へ」

「関わる人を豊かに」
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～関わる人を豊かに～
さらなる世界への進出を目指し、50年後も100年後もグローバルに躍進する企業であり続
ける。

～ 20・30年後にはこの取り組みが当たり前な世界へ～
アジアグループに関わってくださったお客様が末永く幸せでいられるよう、全てのスタッ
フが人・お金・物を育てる努力をしていく。

アジアグループ本社（株式会社 アジアホールディングス）
〒350-1129
埼玉県川越市大塚1丁目32番地1 アジアビルディング 5F
電　話 049－249－4770
ＦＡＸ 049－249－4771

アジアグループ 　
日本

株式会社 アイエー
株式会社 アキラ
株式会社 アジアハウジング
株式会社 首都圏緑化サービス
株式会社 アジア住宅販売
株式会社 アイエー住宅販売
ASIA CREATIVE 株式会社
ASIA CARS 株式会社
株式会社 アジア開発
NPO法人 らいせんすアジア
FC 株式会社 マチダエステート
FC 株式会社 アジア不動産
FC ダイワホーム 株式会社

韓国
FC アジア不動産　
アジア ライフ

バングラディシュ
アジアジャパンリアルエステート ダッカ Ltd.

ミャンマー
アジアハウジング
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